
                  
 
 
 
 
 
 第 1回湖東地域広域鳥獣害防止対策検討会議獣害対策研修会を開催 

 
８月２１日に湖東地域広域鳥獣害防止対策検討会議主催で、獣害対策研修会を開催

しました。湖東地域では侵入防止柵の整備が進み獣害被害は減少しているものの、依

然としてシカ・イノシシ・サルの被害が続発しており、野生獣被害防止対策を進める

ため年２回の研修会を開催しています。 
今回は水稲の収穫前に研修会を行うため、彦根市鳥居本東内町にてイノシシの侵入

防止柵管理と、佐和山町西内町地先にてサル対策としての簡易獣害防護柵「おじろ用

心棒」について研修を行いました。 

東内町では山際への侵入防止柵がまだ設置の途中で、イノシシの侵入がある中で

の獣害対策、西内町では今年度「おじろ用心棒」の展示ほを設けてサル対策を始め

ています。 

研修会には湖東管内の１５集落と関係機関あわせて３８名が参加しました。参加

者からは侵入防止柵の材質、「おじろ用心棒」の設置方法、設置のコストについて質

問が出ていました。 

今後は、１０月１日にサル対策の研修会、１１月には先進地視察を計画しています。 
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谷あいに設置された侵入防止柵を見学 


